
平成２８年度豊明市障害者地域自立支援協議会

議事の要旨

平成２９年 ３月２７日（月）

午後１時３０分～３時１０分 豊明市分庁舎

  １ 会長・副会長選出

   会長に豊明市社会福祉協議会長 加藤氏、副会長に豊明市民生児童委員協議   

   会長 神谷氏が選出される。

  ２ 議 事

  議題１ 障がい者相談支援事業の実績について

      事務局より資料１－１から１－４に基づき説明する。

   【質疑・意見等】

    委員：資料の中で、指定特定相談支援事業所が６か所に増えていると説明が

あった。自法人で今後相談支援事業所の開設を検討するにあたり、新たに開

設する必要性や充足度合いについて、どのように考えているか教えて欲しい。

    事務局：平成２８年度に、障害福祉計画において不足するサービスを拡充す

るため補助金事業を行い、相談支援事業所が２か所市内に増えている。

平成２９年度は相談支援事業所に対する補助は行わないが、ニーズは十分あ

ると思っている。開設についてご検討いただきたい。

    アドバイザー：昨年度末の段階では児童のセルフプラン率が高かったが、

今年度末は４割を下回り計画作成が進んでいることが分かる。障がい児支援

は支援をきちんと引き継いでいくことが大事です。

    委員：２月２５日の障がい福祉講演会に参加したが、精神障がい当事者で

あり家族である立場で家族の気持ちがよく分かり、大変良かった。

障がい者就労で一般企業で働いていた人が、年齢的に働くのが困難になった

    際相談が増えている。相談先の周知や確保が今後の課題だと感じている。

    事務局：障がい者基幹相談支援センターフィットにて、就労に関する相談に

対応できるよう体制を整えていきたい。

アドバイザー：第５期障害福祉計画では、就労の定着率が成果指標の一つ

に加わる見込み。平成３０年４月からは「就労定着支援」サービスが開始。

委員：障害者虐待への支援件数について、虐待は施設従事者からか？

それとも養護者からの虐待か。内訳を教えて欲しい。

事務局：虐待対応した４事例すべてが養護者からの虐待ケース。基幹相談

支援センターと市（虐待防止センター）が共に協力し支援プランを作成し

対応している。随時ケース会議を開催し、支援終結の判断についても会議を

行いチームで判断している。



  議題２ 各部会報告および平成２９年度の部会（案）について

      事務局より資料２－１から２－５に基づき説明する。      

   【質疑・意見等】

    委員：緊急時短期入所プロジェクトで、空き家や空きスペースの活用につい

てはぜひ取り組んでいただきたい。

居場所づくりのサロンについて、対象者と周知方法をどう考えているのか。

運営を地域の人たちにも担ってもらう考えとのことだが、活動内容や予算を

含め詳しく教えて欲しい。

事務局：みなすまプロジェクトのメンバーが運営し、月ごとに予定を決め

行う。対象は市内の障がい者で、特に定期的な通所サービスの利用が難しい

在宅者が気軽に参加できる集いの場としたい。周知は社協だよりやホームペ

ージ、福祉事業所などの関係者経由での紹介等を考えている。地域の人の参

加については、地域の状況に合わせて徐々にすすめていきたい。

予算は初年度は特になし。喫茶代など実費を自己負担してもらう。

委員：平成２５年度の時点では、児童のセルフプラン率がほぼ１００％

だったのが、市の取り組みがあってか着実に計画相談の導入が進んでいる。

相談支援事業の開設に対する補助金は、単年度のみとなるのか？今後の見通

しについて教えて欲しい。

事務局：相談支援事業所の開設に対する補助金は、２８年度単年度のみです。

平成２９年度はグループホーム開設に対し補助を行う予定だが、今後も状況

に応じ支援が不足している際は拡充策を検討していきます。

アドバイザー：県内や他市町の取り組みについて以下の情報提供

・サービス管理責任者等研修…２９年度は名古屋市主催研修が新たに開催

 され受け入れが大幅に広がる見込みなので、人材育成にも活用を。

・他市町では、市民や学生向けの福祉事業所見学ツアーを開催する例あり。

 また、学齢期の児童と家族を対象にした見学ツアーも実施されている。

・児童発達支援センターの設立が第５期の障害福祉計画に盛り込まれる。尾

 東圏域内は６市町のうち豊明を含む３市町が未設置。

・地域生活支援拠点の整備について、全国の設置率は１．３％と非常に低い。

 今後国からも拠点整備について具体的な指針が示される予定。

・愛知県は障がい者雇用率が全国平均に比べ低く、４７都道府県中４６位。

 県は中小企業向けの補助金事業を独自に設立し２９年度から開始予定。

  議題３ 障害者差別の解消について

      事務局より資料３－１から３－６に基づき説明する。

   【質疑・意見等】 特になし



【出席者等】

出席委員  １１名

事 務 局 １１名

尾張東部圏域相談支援地域アドバイザー

そだつ部会長、地域生活支援部会長（委員兼務）

障害児相談支援委託相談員

豊明市障がい者基幹相談支援センターフィット

健康福祉部長、社会福祉課長、社会福祉課長補佐、

児童福祉課長補佐、社会福祉課担当

傍  聴  ２名

以上


